
男鹿みなと市民病院給食業務委託仕様書

１ 業務名称

男鹿みなと市民病院給食業務

２ 業務目的

本業務は、入院患者に対する治療行為の一環であることを認識の上、その疾病

治療あるいは療養上の医療効果を高めるために必要な栄養源の補給を行うことを

目的とする。

３ 委託業務実施場所

秋田県男鹿市船川港船川字海岸通り一号８番地６ 男鹿みなと市民病院

４ 委託業務期間

令和９年４月１日から令和１２年３月３１日まで

ただし、契約締結日から令和９年３月３１日までの期間を本業務稼働に向けた準

備期間とし、準備期間に要する費用は受託者負担とする。

５ 業務概要

委託業務の範囲は、下記「業務区分表」のとおりとする。

業務区分表

区分 業 務 内 容 病院実施 業者実施 備考

栄

養

管

理

病院給食運営の総括 ○

給食運営委員会の開催及び運営 ○

病院内関係部門との連絡調整 ○

約束食事基準の作成 ○

献立表の作成 ○

献立表の確認 ○

食事箋の管理 ○

食数の管理 ○

食数の注文 ○

嗜好及び喫食調査等の企画及び実施 ○

検食の実施及び評価 ○

関係官庁等に提出する食事提供関係の

書類等の作成
○



関係官庁等に提出する食事提供関係の

書類等の確認・提出及び保管管理
○

上記以外の給食関係の伝票の整理報告

書の作成・保管
○

作

業

管

理

作業仕様書の作成 ○

作業仕様書の確認 ○

作業計画書の作成 ○

作業実施状況の確認 ○

調理 ○

盛り付け ○

配膳 ○

下膳 ○

食器洗浄消毒 ○

管理点検記録の作成 ○

管理点検記録の確認 ○

材

料

管

理

食材の調達（契約から検収まで） ○
経管流動食につ

いては病院

食材の点検 ○

食材の保管及び在庫管理 ○

食材の出納事務 ○

食材の使用状況の確認 ○

施

設

管

理

給食実施及び主要な設備の設置改修

（床・壁・水道・電気・排水）
○

給食施設及び主要な設備・備品の管理

・修繕
○

給食施設及び主要な設備・備品の使用

上の良好な管理
○

調理器具の確保及び保守等 ○

調理器具の管理 ○

使用食器の確保 ○

使用食器の確認 ○

業
務
管
理

勤務表の作成 ○

業務分担及び社員配置表の提示 ○

業務分担及び社員配置表の確認 ○



６ 給食時間

７ 献立

給食の献立は、食品構成と原材料の選択に配慮し、衛生的で変化に富み、かつ、

季節感のある食事を提供するよう努めること。

８ 業務体制

（１）受託責任者の配置

受託者は、医療法施行規則（昭和２３年厚生省令第５０号）第９条の１０第

１号に規定する者として、「公益社団法人日本メディカル給食協会患者給食受

託責任者」資格を有し、病院における食事の提供業務に対して、２年以上の管

理栄養士又は３年以上栄養士としての経験を有する者を責任者として選任し、

原則として常駐させること。やむを得ず不在となる場合は、代行者を選任し、

衛

生

管

理

衛生面の遵守事項の作成 ○

食材の衛生管理 ○

施設及び設備の衛生管理 ○

清潔保持状況等の確認 ○

保存食の確保 ○

納入業者に対する衛生管理の指示 ○

衛生管理簿の作成 ○

衛生管理簿の点検確認 ○

緊急対応が要する場合の指示 ○

研修等 調理従事者等に対する研修 ○

労
働
安
全
衛
生

健康管理計画の作成 ○

定期健康診断の実施 ○

健康診断結果の保管 ○

健康診断実施状況等の確認 ○

検便の定期実施 ○

検便結果の確認 ○

事故防止対策の策定 ○

配膳時間 下膳時間

朝 食 ７：３０ ８：４５ 以降

昼 食 １２：００ １３：００ 以降

夕 食 １８：００ １８：４５ 以降



常駐させること。

（２）従事者の配置

受託者は、業務遂行上支障を来さないように常に業務量を勘案し、病院の患

者給食提供業務を習熟した従事者を適当数配置すること。

また、新規雇用する場合はできうる限り地元住民を優先的に採用すること。

（３）研修及び教育体制について

受託者は、病院の運営上支障を来さないように従事者の研修及び教育を十分

に行うこと。

９ 受託業務関係帳票について

受託者は、次に掲げる帳票等を業務を行なう場所に備えておかなくてはならない。

（１）業務の標準作業計画書

（２）受託業務従事者名簿（氏名・住所・生年月日・資格を記録したもの）、健

康診断書及び勤務表

（３）有資格者業務従事者についてその資格を証する書面の写し

（４）受託業務日誌

（５）受託している業務に関して行政による病院への立入検査の際に、病院が提

出を求められる帳票

（６）調理等の機器の取り扱い要領及び緊急修理案内書

（７）病院からの指示と、その指示と、その指示への対応結果を示す帳票

１０ 業務報告等について

（１）受託者は、委託料請求時に当該月の業務内容を発注者に報告すること。

（２）受託者は、毎日の業務内容を日報等により、発注者に報告すること。

（３）受託者は、甲から資料提供の要求のあったときは速やかに提出しなければ

ならない。

（４）受託者は、医療監視等の行政監査・指導があった場合、関係帳票及び関係

資料の作成等について、発注者に協力するとともに、発注者又は行政官庁

等から指示指導を受けた事項については、速やかに改善しなければならない。

１１ 注意事項

（１）食中毒防止のため万全を期すこと。

（２）作業上必要がある場合には衛生手袋を着用するものとする。

（３）水光熱費の節約については、積極的に取り組むこと。

（４）施設、設備の取り扱いには充分留意するとともに、破損等があった場合は

直ちに発注者に報告すること。

（５）火災、災害、食中毒等の発生により受託業務遂行に支障が生じたときは、

直ちに発注者に報告し、その指示に従うこと。

１２ 費用負担区分

本委託業務に係る費用負担区分は、次の表のとおりとし、その他定めのない項目

については、発注者と協議の上、決定する。



区分 業 務 内 容 病院実施 業者 備考

経

費

分

担

表

施設費（厨房設備、椅子、テーブル等） ○

汁器・食器・厨房備品・その他備品の

補充・補修費
○

調理器具の補充・補修費 ○

水道光熱費（含残留塩素試薬） ○

給食材料費 ○

経管流動食材料費 ○

検食の材料費 ○

保存食の材料費 ○

塵芥処理費 ○

防虫・防鼠費 ○

消毒費（厨房）及び定期点検・定期清

掃
○

日常清掃 ○

消耗品費（清掃用具・食品用ラップフ

ィルム等）
○

洗剤費（洗浄機・グリストラップ専用

洗剤）
○

洗剤費（中性洗剤・手洗用洗剤前記以

外の洗剤）
○

通信連絡費 ○

人件費 ○

福利厚生費 ○

衛生費（検便・健康診断） ○

保健費（被服・クリーニング等） ○

教育研修費 ○

求人対策費 ○

諸官庁手続関係費 ○ ○

電子カルテシステム及び付帯経費（用

紙など）
○

献立作成用コンピューター ○

その他給食業務運営付帯経費（事務用

品及び所持費）
○

更衣施設及び事務室 ○



１３ 協議

この仕様書はプロポーザルの公募をする上で最低限必要な業務の大要を示すも

のであり、詳細の事項は受託候補者選定後、提案内容を基に協議の上決定するもの

とする。


